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研究成果の概要（和文）：本研究は,看護学生から新人看護師への移行を支援する効果的な看護学実習教育を検
討するために,現在実施されている統合看護実習（以下統合実習）の運営実態調査及び看護学生から新人看護師
への移行を経験した対象者への面接調査を実施した.統合実習は教育課程により多様な実習形態が存在してお
り，教育課程（3年制・4年制）別の比較からそれぞれの目標設定や教員が認識する学びの特徴が明らかとなっ
た.看護学生は統合実習での学びを日々の新人看護師の実践に活用できる要素も多くあるものの,新人看護師の移
行期に直接活用しきれない要素も示された.さらに，本実習のキャリア教育としての意義も示唆された.

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the features of an effective nursing practice 
education that supports the transition from nursing student to new nurse. For this purpose we 
conducted a survey of the actual processes of integrated nursing practice currently being 
implemented and an interview-based survey of candidates who have experienced the transition from 
nursing students to new nurses.
Various forms of integrated practice existed in different educational programs. Comparison by 
educational program (3-year or 4-year) revealed the characteristics of each with respect to goal 
setting and the learning perceived by teachers. Although there were many elements that could be 
applied to the daily practice of new nurses, there were also elements that could not be directly 
applied to their transition period. Furthermore, the significance of this practice for career 
education was also suggested.

研究分野： 基礎看護学

キーワード： 統合看護実習　移行期支援　看護学生　新人看護師　看護の統合と実践
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
全国の看護師等養成所における運営実態と共に教育課程別の比較を行うことでそれぞれの特徴を明らかにするこ
とができた.また，これまで単一教育機関での学生の学びを捉えた研究はなされてきたが，複数の教育機関を対
象に看護学生の学びとともに新人看護師にとっての本実習の意義を明らかにすることができた.これらの成果
は，今後看護学生から新人看護師への移行支援を含めた統合実習教育を検討する際の基礎的資料を提供すること
ができたと考える.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
保健師助産師看護師学校養成所指定規則第 4 次改正において,統合分野が設置され,「看護

の統合と実践」実習（2 単位)（以下,統合実習とする）の運用が開始されている.この実習は,
学生が,卒業後臨床現場にスムーズに適応するために,医療現場の現実を理解することを目
的の一つとしている(厚生労働省,2007). すなわち,看護学生には,看護技術や知識を獲得す
ると同時に,実際の看護チームの中に入り看護実践現場に適応していく力量の育成が同時
に求められており,この中核を担う「統合実習」は,看護学生から新人看護師への移行を支援
するための重要な学習機会と考えられる.統合実習で，どのような目的を設定し実習内容を
構成するのかは看護基礎教育機関に委ねられており,多様な実習形態が存在していたが,そ
の実態は明らかではなかった.また,看護学生から,新人看護師への移行において,統合実習で
の体験が新人への移行期の看護実践活動にどのように影響するのかを検討出来ておらず,現状の
調査は学生の学びの明確化に留まっており,移行支援という視点から統合実習教育の効果を検討
する段階に至っていないと考えられた. 
そこで,本研究は,看護基礎教育卒業前の看護学生から新人看護師への移行を支援する効

果的な看護学実習教育を検討するために,現在実施されている統合実習の実態を明らかに
すること，看護学生から新人看護師への移行を支援する効果的な統合実習を検討すること
を目指した. 
 
２．研究の目的 
 
 ①統合実習がどのような目標のもとに,どのように実施されているかその運営実態及び看   

護教員の本実習に対する認識を明らかにする. 
 ②統合実習を受講した看護学生が捉えた学びとその意義を明らかにする. 
 ③統合実習は新人看護師の実践にどのように影響したのかを明らかにする. 
 
３．研究の方法 
 １）第 1段階調査  

  目的①を達成するため，全国の看護師養成機関から無作為に選出した 198 校 818 名の看
護教員を対象に,無記名自記式調査（郵送法）を実施した.調査期間は 2017 年 1 月～3 月に
行った.調査項目は,統合実習の目標 26 項目,実習方法 4 項目を設定した.加えて,看護教員
が認識した統合実習における学生の学び・意義 16項目,統合実習における課題 11 項目を設
定した.いずれも,「とてもそう思う」～「全く思わない」の 4段階リッカートと「わからな
い」の選択肢を設定した.基本統計量を算出するとともに,教育課程別（3年制または4年制）
での比較を行った. 

 ２）第 2段階調査 
   目的②，③を達成するため,看護系大学に所属し,統合実習を受講した看護学生を対象に

面接調査を実施した.また,研究対象者となった看護学生が翌年新人看護師となった時期に,
自分の看護実践に統合実習体験がどのように影響しているのかを明らかにするため,再度面
接調査を実施し質的記述的に分析した. 

 
４．研究成果 
１）第 1段階調査 

調査回答者は看護教員 194 名（回収率 23.7％）であり,有効回答数は 186 名（有効回答率 
95.9％であった.所属教育機関は,教育年限 3年の教育課程(以下,3年制課程)は 121 名,4 年の  
教育課程(以下,4年制課程)65 名であった. 
（１）統合実習の目標設定と看護教員が認識した統合実習における学生の学び・意義 

統合実習でどのような目標設定がなされているかを調査した.統合実習は，看護学分野別   
に実施されることが多いが，分野別目標のみの回答は 8 名（3 年制 3 名,4 年制 5 名）,共通   
目標のみへの回答は 100 名（3年制 75名,4 年制 25名）,両方への回答は 78名（3年制 43名,4
年制 35名）であった.共通目標として回答の多かった上位 5項目を表 1に示す.回答が最も少
ない目標は「19.災害時における看護職の役割を理解する」16.1%であった. 共通目標をみる
と,教育課程に関わらず多くの教育機関で,専門職チームあるいは看護チームの一員として他
者と協働しながら看護職の役割を実践的に理解することが目指されていることが明らかとな
った.さらに既習学習内容を踏まえ,自己の課題の明確化や看護観の醸成により,看護学での
学びの統合を図ることが目指されていると考えられた. 
教育課程別に比較し有意差があった項目を表２に示す.これらは優先順位の判断や多重課

題への対応等,日常の看護師の実践活動に近づくための実践的目標であり,3 年制課程のほう
が回答割合は高い傾向にあることが示された. 
看護教員が認識した統合実習での学び・意義の構造を把握するため,探索的因子分析を行  



った.結果,第 1因子「看護チームの一員として実践する視点を学ぶ機会」，第 2因子「看護職
としての将来像を描く」第 3因子「組織的な看護活動への理解が深まる」第 4因子「連携・協
働的な看護活動への理解が深まる」の 4因子構造が明らかとなった（表３）.さらに,因子得点
を教育課程別で比較した結果,第 1 因子は 3 年制課程が 4 年制課程よりも高く,第 4 因子は,4
年制課程が 3 年制課程より高く,有意差を認めた.これらの結果から,3 年制課程は学生が卒業
後,スムーズに看護実践現場に移行することを志向した実習,4 年制課程では,継続看護やチー
ムでの連携を志向した実習により重点が置かれる傾向があることが推察された.また,本調査
では,第 2 因子「看護職としての将来像を描く」という視点が明らかになった点が興味深い.
看護師への移行直後支援だけでなく,看護師としての中長期的なキャリア支援にどのような
影響があるのかについても今後検討すべき課題であると考えられた. 

 

 
 

 
χ二乗検定 



 
  
（２）統合実習の実習場所・実習方法（複数回答あり） 

統合実習の実習場所は病棟（94.1％）が最も多かったが,医療機関以外でも,訪問看護ステー  
ションや保健所・保健センター,学校など様々な場が示された.具体的な実習方法で回答が最
も多かったのは,日勤帯すべての勤務の体験（80.1％）であった.指導体制では,「教員が１日
1回以上巡回指導を行う」（50．5％）が最も多く,「教員が終日直接指導する」は 36.6％にと
どまった.これらの結果から,統合実習は看護教員よりも看護実践現場の指導者からの指導体
制で進められている傾向が示唆された. 
（３）看護教員が認識する統合実習における課題 

設定した 11 項目の内,回答者の半数以上が課題と認識した項目はなかった.調査時点で指   
定規則改正後 8 年が経過しており,すでに各教育機関と医療機関で統合実習における教育に 
ついて吟味が重ねられて課題解決が図られている可能性が示唆された.ただし,課題がなく 
なったわけではなく,4 年制課程では,教育機関内の目標共有,3 年制課程では,実習施設との 
実習目的の共有の困難さを示す傾向も見られた.統合実習での指導体制は,先に示した通り,
教員の巡回指導が多く実習機関との目標共有は実習目標達成のためにも不可欠であり,今後
学生の効果的な学習につながる実習環境調整,教育機関と実習期間の連携は重要課題である
と考えられた. 

 
２）第 2 段階調査 
（１）統合実習における学生の経験の明確化 

第 2段階調査は,2017 年度統合実習を履修した 3つの看護系大学に所属する看護学生を対  
象とした.面接調査に協力した学生は 10 名であった.体験した実習内容は多様であり,複数患
者の受け持ちを中心課題とした実習や看護師への随行実習など病棟における職業志向型の実
習を体験した学生が 6名,将来自分が実践したいあるいは関心が高い領域を選択するキャリア
志向型の実習を体験した学生が 4 名であった.いずれの学生も,統合実習では 2 つ以上のねら
いもって取り組む実習であったことを説明していた.具体的には,看護管理者への随行実習と
複数患者の受け持ち実習が組み合わされる等である. 

 統合実習での学びでは,看護チームで連携して看護を提供する姿勢や，多忙な中でも患者を優  
先し看護を実践していく大切さ，患者の退院後の生活まで見通して看護をしていく必要性な
ど,これまでの実践体験を深化させる視点が語られた．また，退院支援の現実の難しさと調整
の実際を看護師の実践を通して理解しており,分野別実習では体験し得なかった難渋事例の
現実に直面する様子がうかがえた.さらに,他部門・多職種との具体的な連携方法や,看護組織
におけるマネジメントレベルの違いの理解を得ていた.これらは,第 1 段階調査で明らかにな
った,看護教員が学びとして認識している項目と合致しているといえる.さらに,看護学生の
語りから,統合実習は,看護チームでの連携や多職種との連携・協働の実際と共に,自分のめざ
す看護を明確にする機会としても受けとめられていた.さらに，自身のキャリア形成という視
点からも看護職としての様々な働き方を知る機会となっており,概ね教員の認識する学び・意
義と看護学生が捉えた学び・意義は一致していると言えよう.最終学年に開講されている本実
習では,看護学分野別実習において受け持ち患者への看護中心の志向性から,看護実践を実現
するシステムなど看護実践を俯瞰的に捉える視点を持つ機会であり,自分だけの実践ではな
く看護チームの中,あるいは看護組織の中での自分を意識する機会としても重要である点が



推察された.さらに,看護学生が捉えた意義の中には，就職を直前に控え,分野別実習以上に,
看護師の実践の在り様を理解しようとする姿勢をもつとともに,新人看護師の姿を 1年後の自
分と見立てて具体的な実践現場でのサポート体制を理解する機会としていることが推察され,
これらの体験は,看護師になる前段階として重要な意味を持つ可能性が高い. 
（２）新人看護師が認識する統合実習の意味 

2017 年度に調査協力が得られた 10名の内,2018 年に医療機関に就職した新人看護師 5名よ  
り調査協力が得られた.調査は,2018 年 9月～2019 年 1 月にかけて実施した.この調査では,看  
護学生時代の学びとして語られた内容をベースとしながら,現在の新人看護師自身の実践を語 
ってもらい,統合実習の学びや体験が現在の看護実践にどのように影響があったのかを明らか 
にした.参加協力が得られた 5名の内,1名は統合実習の実習病棟に就職していた.その他 4名 
は,統合実習では在宅や国際看護分野などを選択しており，学生時代の実習施設と就職した医 
療機関が異なっていた. 

統合実習での体験や学びが新人看護師の現在の実践にどのように影響したのかを検討した 
結果，学生時代の統合実習での学び・体験を活かし,新人看護師は看護チームの一員として働
いていく姿勢をもって実践に取り組んでいる様子が語られた.例えば新人看護師は，看護チー
ムの中での自分の役割を踏まえた活動を意識しており,自分の力量の限界を見極めながら先
輩への相談・調整を行うなどが挙げられた.また,在宅療養の場を統合実習で体験した新人看
護師は,退院後の療養生活を考える視点が備わっていることを自覚しており,退院後も続く患
者の療養生活を意識した看護の提供を展開している様子が語られていた.さらに多様な看護
活動の場の体験を経て描く将来像では,新人看護師として日々の実践に邁進しつつも,統合実
習の体験を糧に自分の数年後の将来を見据えたキャリア形成を進める様子もうかがえた. 
一方,統合実習での体験を活かしきれない思いも見出された．具体的には,看護師長の随行

体験や,複数受け持ちの見学体験を就職直後の実践への活用，リーダー看護師の意図を理解し
ても今の自身の実践には活かせない思いや，治療援助の実践を就職後に活かすことの難しさ
として語られた.いずれも実習での良い学びとして受け止めているものの,新人看護師として
就職 6～10 か月の時期においては直接日々の実践にどのように影響しているかを説明しがた
い状況があることが推察された. 

 
３）総合考察及び今後の展望 
 本課題は,統合実習の運営実態と教員の認識を明らかにするとともに,看護学生が自分の学び
をどのように受けとめ,新人看護師の実践に活用しているかを検討してきた.これまで不明瞭で
あった統合実習の運営実態および教育課程別の特徴を示したことは,今後のカリキュラムを考え
る上で重要な基礎的材料を提供できたと考える.また,複数の教育機関に所属する看護学生から
新人看護師時代にかけて前向きに面接調査を実施し,看護学生時代の学びがどのように活用され
ているのかを明らかにした点も重要である.とりわけ,これまで医療機関への就職を前提とした
職業志向型実習の卒業後の効果を明らかにした研究はこれまで散見されたが,就職先とは全く異
なる分野を選択した学生であってもその体験を日々の看護実践に活用している点も興味深い.単
に,自分のキャリアの選択肢を広げるだけでなく,多様な場で展開される看護に触れ,分野別実習
では体験出来ていなかった看護師および多職種との連携・協働を現実的に体感したことが,学び
をもたらし,新人看護師としての看護実践に活用されている様子が窺えた.さらに今後,看護師と
してのキャリアを重ねる中でどのような意味があるのか探求する必要があると考える. 
 本課題は第 1 段階及び第 2 段階調査の結果を踏まえ新人看護師を対象にした追加調査を 2020
年度に計画していた.しかし,2020 年 2 月新型コロナウィルス感染症のまん延により,従来の統
合実習教育はオンライン実習などの手法の変更を余儀なくされ,医療機関での実習が困難な状況
が全国的に継続した.また医療現場においても新型コロナウィルス感染症への対応から新人看護
師への教育手法や移行支援の変更も生じており,コロナ禍以前の調査結果との比較調査は断念せ
ざるを得ないと判断した.そのため,看護学生から新人看護師への面接調査の結果から,新人看護
師にとっての統合実習の学びの影響を検討するにとどまっている.第 1段階調査で明らかになっ
た通り,統合実習は多様な実習形態が存在するがゆえに,受けた看護学生の学びも多様であると
推察する.これらがどのように新人看護師として,さらに中・長期的な看護師としてのキャリア
に影響するのかについては今後の検討課題である. 
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